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ホリスティツクな理念にもとづき、人剛の孔幼児の移動運動の発辻過程を1な教

材として体験理男牟筈プログラムの開発と突銭を行った。また、メタファーを用いて

個人の移動運動の発辻過靴と動物の進化に上もなう移動運動の変化の過科につぃく

もぢ一IW した、

学習プログラ1、が展剛するとともに1乏業にかかわる人々のつなかりが拡大し、休

!強を通した芋・二lqi舌羽Jブ》ら、学:習者も授業11'も、又(づきか'ひろがり、巷1々なことを学

/、だ。

廣兼志保、.高
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1.はじめに

1.学びに対する問題意識

¥1Xは、教科当小リH_1の授業を扣'門してきた経験から、投業Xが学習内容を学習芥に仏辻する

トランスミツシヨン理!ぢltき1の1乏#さ1才もとより、、1果1旦1畔リιを主イ木どしたトランスアクション川上'にW

の疑業にも1尖界があるど常々感じていた。それはどうしても 1あたま_1 の小の 1'ぢぇる_1 活動が

1主休となり、「からだ」や「こころ」で「感じ 1 たり「1j動_1 したりするi舌動か'N孜す的に少なく

なってしまいがちであるように忠力れたからである。「あたま_j の小のi丹動か1イ木となってぃる

妥業では、学ぶ内容と学習者か冷>卞きている現jιとの問に雁際肋ゞ牛じているように思われた。学

習名にとって1受業で学ソ"でいる内容がどこか他人'"として感じられてぃるのではないだろうか、

学習内容をいわぱ血の通った内容として学習名が感じられるにはどのように学べは1いのだ乃う

か、しかも H我の完成を迎えるべき・両年後期に述した学習Xの発述段1苓にふさ力しいやり力'で・・・。

この疑問は竿者が久しく抱えてきたものであり、教帥としての課恕であ0た。このようなかねて

からの冏題意識をうけて、教科・導門干111のi危綻を1、1象に、Υ,1打らはホリスティソケな理念にJ'づ

く休1強型芋t習プログラムの朋発と1受、業リ江戈を武みることとした。
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2.研究の背景~ホリスティックな教育観

まず「ホリスティック」という言葉の意味であるが、これは「全体性」を意味するギリシャ語

のh。1。S をi謙原とする。ホリスティックな理念は全体性や、かかわり・つながりの回復をめざす

力向性をもつ。またこのようなノj向性をもったホリスティツクな理念は、現在、医療・看護・心

理療法・教育・経営・建築・街づくり・環境保護等の市民運動などのさまざまな領域に取り入れ

られ、さまざまな実践の中で具休化され始めている C吉田 1999)。

ホリスティックな教育は、恬命理的思ぢと直観」「心と身休」「知のさまざまな分野」「個人とコ

ミュニティ」「1ι1我と白己」各々の「かかわり/つながり」に1熊点をあてた教育であり、ホリス

ティソクな教打において学習者はこれらのかかわり/つながりを深く探ポし、このかか力り/つ

なかり仁1_1覚めるとともに、そのかかわりとつながりをより適切なものに変容させていくための

/J を得.る(MHlcr 1994,1i田 1999)ものとされている。

雁耕北志保.高尾明子

Ⅱ.研究の目的と方法

1,目的

1 をふまえ、ホリスティックな理念にもとづく体験型学習プログラムを開発・実践し、学習者

授業名それぞれが、何を学んだかを明らかにすることを試みた。

2.方法

本学において行われた投業で、ホリスティックな理念にもとづいて体験理崎噌プログラムを開

発ノだ践した。こグリ受業はi簿嚢として位鐙づけられているが、本j江戈ではフ、,_ルデンクライス・

メソッド(Feldenkrais Method、捌、ト FM)による実習も」fk り人れだ。

授業は、教育学部専門科目である「生涯健康運動綸」と「幼兇体介'倫」との介同授業であり、

1~ 4年次生の39名(男子6 名、女 f33名)が参加した。 2000年4 ~ 7jjに週 1回 1 コマ1iわれ、

全13回であった。

授業のプログラムは、大まかな展開計画を最初に決めておき、授業の経過に1心じて変化させて

いった。その際には、授業中の学習者の反応＼学習者が授業終了喝斗こ記録した感想、授業老W、外

の周卿の恊力の様子などをぢ慮に入れた。感想はA6j1律モに自由記述され、個人を同定するため

のぺンネー/、を'1K ように求められた。また、感想の内容は評定には反映されず、このことは学

習名に伝えられた。

最終回仁は、疑業者はそれまでの冉分の感想を統み直してから、授業全作にヌ、ナする感想を書い

た。名人の感恕は 1文ずつに区切られ、 KJ法により学習名の学びの内容を分析した。

また、 1リ、上.の竹r業を通して、授業名の学びの内容も分析・検討した。なお、授業の担当教官は

畷兼であり、共同研究名の高尾がFMの笑施を担当した。
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Ⅲ.学習プログラムの開発と授業の実践

1.学習プログラム開発にあたっての指針

授業実践にあたって、授業者らは、以下のような視点からホリスティックな理念を具体化でき

るような学習プログラムをぢえた。

0学習内容のひろがり:本実践は、教育学部生涯学習課程スポーツ科学コースの専1ヨ科目「生涯



健康運卿ル制及び学校敦育教員錠成課程幼児教育逢修の専門科目「幼児体育i制の授業として

実施されることから、主な学習内容として「ノ＼11樹「動き」「幼児」という要業を満たすことが

必要であるとぢえた。そこで、人闇の運動の発注過程について学ぶ場を提供することどした。

呉休的には、人岡の生涯において運靈川蚤験の第・り歩となる乳幼児の運動発逹、ことに移動運動

の発述に熊',父をあてることにした。(1司 1 参煕り

ホリスティックな"!念にもとづく体験型学習ブログラムの開発とリW戈

人問

乳幼児

1叉Π学習内容のひろか"リ

0学習プログラムの屡開:学びの主体である「学習名自身の体」を出発点とし、学びの時空闇を

共村する f仲1珂のイ1"や「乳幼児_1、「人闇一嶋對、「生物一特に動物」、岡瓢訓へと気づきのヌ1

象がひろがっていけるような機会を提供したいとぢえ力'

0学習の場づくり:学習者が貞らの休を,1材として、体の感覚に愆姦を向けることや、学ヅ留者自

身の作験を通して感じること・ぢぇること・表すことをイ足す学習の場を提供した、また、体験

語重川こおいては学習対象をできるだけ直按体験できるように努めた。

0学習"'画の立案:毎時の学習名の反1心や感想をもとに授業者阿士が1時隈ごとに協議し、決定

した。また、づ斗祭の授柴においては、それらの計画を状況に応じて尖施することとした。

2.授業リ器戈における、、にな学習活動

尖際の授業実践において展開された学習活動の概要は表1に示した通りである。

(1)第ν欠「骨格構造の探索」での主な活動

人剛の体にヌ寸して意滋を向ける桜会を捉供するため、骨中併赫造の探索を行った。学習名はまず

人イ本村オ各予勉U到を各自ノートに鼎iいた。全身の骨格を拙iくことによって、学習者は人イ本の1蒋造に

ついて自分が現在持っているイメージを石佑認することができた。鼎途あがった骨格予想図は隣同

士で交換し見せ合った。

次に、小グループに分かれ、仲冏と相談しながら20個のパーツに分かれた1体の人体骨格模剛

を完成させた。学習名は臼らの手で模型を組み立てることによって、骨や関節の形状や骨格の概

要を件噛灸的に感じたり知ったりすることができた。

授業のまとめとして、本時の活動を通して感じたことを語り合った。これは活動を通して得ら

九た個々の気づきゃ学びを参加者全員で共有することを意図して行われたものである(以下シェ

紗・

<発達>

動物
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次

1

学習課題

骨格構造の探索

2 体や動きへの

気づきを深める

廣尿'占保.f御弓明 f

3 観察と判断・評価の区別

時

オリPテーションー予想図を描く

2

授業の展開

呼吸/仰臥・伏臥・座位→自分に触れるr上腕~肩~胸部ナ

一少人数でのシェアリング→感想記録

4

3

発達の追体験

四巌'の士下/仰以

4

活

体で

伸縮耘がり

5

動

資料で

5

協カゲーム「人閥知恵の輪j

-2個の松ほっくりに対する被察・評価→感想記録

・^ グループで人体骨格模型の組立

クラス全体でのシェアリング.^

6

進化の過程の探索

伏臥→仲問に触れる・触れられるイ背ガナ

シェアリング→感想記録ー^

内

6

体で

電■.',

伏臥ごよつ這い二締座一次回池備(グ1】プ作り,資料の検討)

・・感想記録

グループでディスカッション:学ぶと教わるの違い

一紙がり方の採索→感類記録

発達と進化のりンク

7

乳幼児と

容

*餅体はフェルデンクライス・メソッドの実習

写真や母子手帳をみて運動発達の様子を模造紙にまとめる

アリングという)。しかし実際には参加者全員に向かって語るというよりも、むしろ授業名に向

かって服告するような態度で感想を述べた学習者が多かった。

(2)第2次「体や動きへの気づきを深める」での主な活動

前"寺に襍型を用いて人体の備造を体験的に感じたり知ったりしたことをうけて、第か欠からは

学習名自身の生きた休を教材'として、体や動きへ意識を向ける活動が行われた。

学習ぢは肖分の呼吸にともなう休の動きに意識を向けたり、体の感覚や劃倦の変化に意識を向

けたりした。また、目分の体や仰闇の休に触れ、また触れられることによっても、骨や筋肉なと

の感触や動きを感じた。

このような休験活動の後、学習者は"分の休験したことや感じたことを仲岡同士で語り介った。

姉 1次には参加X令貝に語りかけるような形態をとったが、第2次では2 ~3人の小グループで

シェアリングを勺'らようにしたところ、比岐的フ、ムーズに件畴灸や感想をグループ内で共有するこ

とができた。

また、第211"から授業の終f時に扉11寺のi舌動の感想を記録し、授業名に提鵬するようにした。

(3)第3次「観察と判断・評価の区別」での乍な活動

第31侍までの学習活動において、学甲,名の私誥やi舌動への集中力散没な態度かln乞つようになっ

てきた。授業者は学習名のそのような態度を受け入れ、学習者の現状に応、じて「学び方を学ぶ」

ための課題が必要であると羽Ⅱ祈した。そこで、以、ドのような学晋N舌動を行った。なお、授業者が

なぜこのような態度と行動をとったかについては「3.授業にかかわる人々のつながりと学習プ

8

体で

伏臥ごよつ這い二這い這い

→ず中問に触九る・触九ら九るイ首・肩甲骨

9 屋外でりラクゼーションーマクロごミクロの視点

→乳幼児と遊ぶ一感想記録
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10

11

よっ這いご這い這い→乳幼児保麺者への礼状害き→感想記録

12

①:キャンパス内での観察活動

13

②:①の結果を模造紙にまとめる

②をみながらグループで体での追体験
ーこれまでの感想を読み直す→授業全体の感想記録

→感想記録

背骨ノ→感忽詔録

1.



ログラ/、の変だ刊でj心べることとする。

第41辻には、戸ナえられた課題を受剰ルリにこなすのではなく、サ・えられた課題をきっかけどし

て_主休的に感じ・ぢえるJ ということに目をむける機会をつくるため、少人数のグルーブでディ

スカッシヨンを1丁った、ディスカッションのテーマは「芋tぶこと上宇女力るこ七のj垂いを影'える」

じあった、イに誓マ手は舛リ剖と'舌しイ1'L、ながら「ぢ之ぶことと斈戈才)るこ七のi靈し・1 をぢ'え、そオτそ、j1宿

分なりの心Jιを'治り合った。

第部寺には、アイスブレイキングとして協カゲーム「人闇知忠の輪」を行った。これは、 W人

程皮のグループで無作為に手をつなぎ、複雑に絡み合った千が・・ゞ電の円になるように、グループ

全員が+{論炎L介い、チ・をつないだまま皆が休を動かしてほどいくいくというものである。この活

動を通して、主体的にぢえ・山らの意見を述べ・課睡を類、夬していくという桜会が学習名に捉供

されることとなった。

その後、汗公ぽっくりの観察と引ξ価'1 を行った。これは、次のような乎瀬ですすめら九た。

① 3/、"度の小グループにます杉Xまっくりが1個ずっ渡される。学N名はその松ぼっくりを観

察 したり触ったりし、感じたことや気づいたことをd己1'する,"そして'グループ1琵に相,炎しく

松ぼっくりにタ,前をつける。

②各グループにもう1つの松ぼっくりが渡さ九る.1子習打はこの松ぱっくり薪説祭したり触っ

たりし、感じたことや気づいたことを"録する、そしてグループごとに相談してこの松ぼっ

くりにも名前をつける。

③ 2つの松ぼっくりを並べ、比べくみる。そして、 2つの杠Nミつくりにあえく優劣をっけ、 そ

のN山を記録する。

④①~③の活動を通して感じたことを祀録する。

これらの活動は、学WXに「観祭すること H、評価するこど1「優劣をつけること」の機会を1是

供した。それは、口然に牛.まれた規俗化されない物をあるがままに認めることと、何らかの・点図

や態準をもっく見るこ七との述いについて菩"設をむけるこ上を学習X'にイ足し六,学習者の1遊棚か

らは、この,速のi舌動を体験することによっく冉分の中のW定槻念や既成概念に女(ノナ゛た、上い

う愆見がみられた。

{4}第'ν火践昏辻の迫休験」での主なi丹動

学習者門身の体を敦材に、伏W、の姿勢からi亘い延いに至る移詞■返動の発逑段階を、第6111・第

S時・第1飾寺の3時隈を讐やして別{次追体験していった。

また、第7時には、小グルーブに分かれ、捗子乎帳・育児IL心・写ゞ〔など学習名白身の乳幼兇

期の成長記録などを資料・として、仲剛と資料・を見せ合ったり■し介ったりした。そして、条まれ

くから歩打迎動を習11;・するまでの移動運動の発辻段階を絵や岡や写真を用いて模造紙にまとめた。

このi舌重力{こよっし、,t〒41ぢ'は hl{、、のj戍fi史をヲ三がかりにし、子き封jj箪、勁の多§j主過千呈4ミイ本をjlj血す1裟

ιマをイひることがじきた、

なお、第7時の活重力の後、授業の小で自分白身のイ本を通して逃体験しているーつ・・つの動きが

移動運動の発述過祥の中でどの段階に位置しているのかということに椴滋をむけくいる学習者も

みられた,

第91辻には、松江、市内の産婦y＼科「父院の協力を得.て、生後3 ケjjから2歳までの孔幼児とその

ホリスティヅクな糾!念にもとづく体験〕W乎習プログラムの開発と突践

斗9



川、親または父親13組を授業に招待し、尖際の子どもの動きを観察したり、・弊仟に遊んだり、子と

もの親と話したり、といった活動を行った。この活動によって、学習名はfども達と直にふれ合

うなかで移動運動の発述過程を硫かめる機会を得ることができた。

また、第9時には、犀汐卜でりラクゼーションをした時に、空や風や草や士などに意識を向けた

り直接触れたりするという活動を休験した。これは第紗欠に行う「学内生き物探杉U へとつなが

るイ欄験となった、

(5)第 5次称狐化の.過程の探ゞU での_i1な活動

第IW、択こは、学1バ教官の恊力を刊.、「学内生き物探杉U と称して動物の観察を小グループごと

に行った。学習名は芥グループ内で「魚類担当名」 h河生頻・昶虫煩扣火X1 ルι虫発リ旦当者」

「岫孔加IU当名」に分かれて動物の移動運動を観察しその1糾段を探った。i円動'尿題は次のとおり

でありた。

①'Ⅱ前に配布された「学内生き物観察マップj を見て生き物を観祭する。

<観察の視点>

a.前肢や後肢(魚、頻の場介はヒレ)がそれぞれどんな順番で動いているか

b.腰部や胸部がどのように動いているか。その動きは四肢(魚類はヒレ)の動きと連

動しているか

C.顕から尻尾までをつないだ体の軸はどのように動いているか

籍)硯楽した,1i果を、絵や文を川いて紀録する。

第1211、乳こは、グルーブごどに11旦祭のネ占果を 1枚の模造紙にまとめた。まとめの視"戚は次のとお

りであった。

a.進化の加!にル、き物を、mべる。

b.生き物が進化するごとに移飼心璽動がどのように変わっていくのか、観祭の結果を予

がかりにぢえる。

また、この「学内生き物探杉U は、今まで教室や柔道場など閉じられた乍Ⅲ」で行ってきた学習

の場を学内の飼育場・・圃場、・池・草むら・生血など開かれた空別へと拡げるものともなった。

(6)第 6次「発述と進化のりンク」での主な活動

第1211乳こ作成した資判・をもとに、学習名白身の体を用いて、動物の移動運動を進化の順に迫体

験した,また、人制の乳児の這い這いの動きも追休験した。この活動によって、学習打は人岡の

杉動述動の発述過科と動物の移動運動の進化との相似について意識を向ける機会を得・ることがで

畷加'ぶ保●1拓足明丁

次に、すべての学習i丹動のまとめとして、学習名は各白第2時から第10時ぼでの岡捉出してき

た感想'録を全て統み心し、授業分休を通して学習名自身がどのような感想や気づきを得たのか

について振り返った。そしてこれらをjよに、授業全休に対する感想、を記録して授業者に捉出した。

3,授業にかかわる人々のつながりと学習プログラムの変容

前述のように、授業名らは毎時の学習計画立案にあたっては、毎時の学習者の反1心や感想をも

とに芋ブ謎内容とその展開方法について恊議し、 1時限ずつ学1,計画を立てていった。授業の現場

においては、学習名の状況に1心じて学二Wi汁両を変更しながら実施した。予め設定しておいた授業

名の授業引画を遂行することよりも、学習名と授業名とが学習現場の中で酸し出すりアルタイム
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の劣1翊気を捉え、学ひ切)ノリをふくらませていくことを瞭逗したからである、それは授草者にと0

てのゴールフリー学習ともいえるものであった。

しかし、授業者同士または授業Xと学習名との開力りあいの中からのみ、学ソ門プログラムの変

容が生じたのではない。学内または地妓の中に恊力名を得るにつれて、学ぴの場が拡・大し、内容

も深化しつつ学習プログラムは変容していったといえる。地12 に学びの場と恊力者のひろがりを

ノ]{ 9 。

ホリスティソクなN念仁もとづく体験削学習ブログラムの開窕と火駿

地域

家族

<ー>

大学

授業

鰹亘今

1刈2 疑業リV血におけるつながりど場のひろがり

第か火までは、主に妥業名同上の恊滅の小で学習内容ど疑開力'法が決定され、ブログラご、が妙

1到されていった。しかし、第3"丁上第1時の学習Xの券囲気か'学Wi舌動への染中を欠くものであり

たため、'11初轟'仙iしていたレγYq内容を学ぶ_」ための学Wi丹列ヅ3ナでなく、レ1びノjを学ぶJ た

めの学習i,斤動が1乏朶内容に加えら九た、それは、授業行上学習打の剛に、学ひ'の轄度仁関する治

在的な介愈が成立しくいないために学習i円動への染中が批な力れたのではないかど判1祈したから

である,そこで、「Ⅲ一 2 -(3 )鋪 3 次「観繋と判1訴・研τ価の1く冽.1 での卜なi舌動_1 に水し

たような「学び方を学ぶ」i舌動を学習プログラι、に収り人れ力、 U.休的には、第卯1の「学ぶ_1

上「斈戈わる』の.途いをn分なりにぢえるi丹動、第 511丁の「人岡知忠の輪」を通して1'1分の愆見を

仲闇に伝えたり仲岡の愆見を受け人れたりするi,1E勧、汗公ぼりくりの観祭」を通して物・Hをその

まま'怨めることと'汗価のために兒るこどの述いに.迄、滋を向けるi舌動である。これらのi舌動をリι践

することにより、学:習打1河・t及び1受業行とテτ習X剛が共通の,果踵のなかでIJ舗しなかゞyy:ひΥ>う

こ上がイ足さ九た。

第4次汚ξ漣の追H野剣では、学外の恊力Xなしにはできない学習i.η動がリι践さ丸六、その

つは、第71時の「学習Zn身の移動運動の発途j局程を払1り返る」i丹励である,学習打は、織 f下

松・育兇日,ι・写典などの資判・をもとに、 H分内身が牛まれてから歩けるようになるまでの移動

迎動の発辻過恐兆まとめた'ノ貪料を条めるにはすゴ淡の恊ノJが必要となる。この学習{舌動は、学習

者どその家族とのつながりがあってこそ災現できたといえる 〔1

もう'つは、第911丁の「さまぎまな打齢の乳幼光とともに遊び、その動きを観察する」 in勁・ぐ

ある。これは授業にIJする協力名のノJ;驫えがあって初めて災現したものである、「初、授業kら

は、.運動発述の過程をより只体的・心接的に学習Xに水したいどぢぇ、映像資料を用いる'汁向を

趣沙

授業者

産婦人科医院

<厘一>

親+乳幼児

く西一今
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立ててぃた。しかし、松1上市内の M帝好ν、羽・医1洗が、上催する育児サークルの講師を務める人物

が授業への恊力を申し出てくださった。この恊力者が辛見子の紹介を医院に依頼してくださったこ

とから、さまざまな打齢の親子を授業に招待することができ、まさに発述の過程を生きている乳

幼児達と学習者が直接交流することが町能となった。この学習活動は、授業名と協力者、恊力者

と彦婦人科医院、産婦ソ＼科「矢院と親子とのそれぞれのつながりが結びっいて初めて実践できたも

のであるといえる。

さらに、第5次「進化の過程の探号U は、学内の他何i妓の教Υ1'の恊力により初めて可能になっ

たものである。授業名は当初から、学習者の気づきのひろがりを促すため、人問の移動運動の発

.1上.過仟(なかでもFM によって実際に追イ1噛余できた伏臥から述い冠いまでの動き)と動物の移動

述動の進化の過程との相似にっいて取り上_げようと構.想していた。また、休.験川yf習を尖践する

ためには、動物の動きを観察するなど実際に生きた動物にふれることが望ましいとぢえた。そこ

で、生きた動物に按する場がないか探したところ、学内の校庭や生垣で昆虫纈やトカゲなどをみ、

つけた峨也で魚類を観祭したりできることがわかったほか、教育学部理科教育哘斤光釜教官の協力

からイモリの観察、牛物資源科学部農業生産学科教官の恊力から羊と山羊の観祭が可能となった。

これら他領域の教官の恊力によって第Ⅱ時の「学内牛き物探イ剣を災践することができた。

このように、学習ブログラムを展開する中で、授業にかかわる様々な人々や学習者岡士のっな

がりがひろがることによって学習プログラ/、が変容・峻開しくい0た。すなわち、

{i,}泛業の場のqNこ1父又行同 1:の恊同べリ乏業X ・学習X岡のIJ,訴が牛まれ、それによっでf習

Xのりぜ成により'、さわしいように〒ヅNブログラ1、力ξ変¥下していりた。

②学習者の家族の戈援仁よって学WXI'1身の成介史をぢゞYリi舌動{こ収り人れることができ、よ

り異イ本的な学習休験が川'能になった。

③学内の他領城の教官からの支援によってル.きた剰川勿に池11ゴ柚れることができ、より具休的

な学習イ本!強が列'能になった。

④地域の恊力者とのっながりと支鑁によって生きた乳幼児に直に触れることができ、より呉

休的な学習付4強が可能になった。

とし、える。

1麗勲ιく保●高j、ι1訓」
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Ⅳ.学びの内容

1,学習者の感想文からの考察

(1) J'ゞ想文の分類

前述のように、第2時以降、授業終了11寺に学習者はΠ由祀述による感想を授業者に捉出した。

1是出された感恕文は、・・文ごとにデータ稲0}を村され、データベース化された。なお、図小及び

本文中の数字は感想文のデータ番号を示す。

本研究では、それらのデータベースのうち、第13賠斗こ学習名が捉出した感想文を主にとりあげ、

すべての授業が終了した後に学習署が何を学んだのか、ということにっいて探っていった。第13

時に学習者が提出した感想文は、前述したように授業全体に対する感想であり、全175文であっ

た。それらを K]法により]]個のカテゴリーに分類した。その内訳をD、、トに小す。

カテゴリー⑦「成長・発達」カテゴリー①「動劃



ホリスティソクな"!ι解二もとづく 1本島lyw'y!1七1フログラムの併1兆と'j■唆

カテゴリー②「",』

カテゴリー③印乎1吸』

カテゴリー⑤ f人休J

カテゴリー⑥玲董化」

(2)カテゴリー満のつながり上関カリ

感想、文の中には、複数のカテコ'リーにまたかる主睡をもつものがあった、そこで、それらの感

懇文を各カテゴリー冏をつなぐもの七みなし「りンクセンテンス」と1呼ぶこととした_そして、

全てのりンクセンテンスをとりあげ、カテゴリー1河・kのつながりをみたどころ圃 3 に水すような

カテゴリーのつながりが明らかにされた.図小の細ヲfljはりンケセンテンスにみるカテゴリー同

上のつなかりを尓し、太欠印は感戀文の主恕から推察されるカテゴリー湖のっながりを示してぃ

カテコ'リー⑧「孔幼兇_1

カテゴリー角)「門分」

カテゴリー⑩'吋1染に IJする,'1三郁i_1

カテゴリー⑪轡受業に1゛する学習Xの関わり」

[P

①動き

②骨

③呼吸

1町3 Υ習Xの"戸ひ

る。この1刈から以、ドのような又〔づきの1韓造力ξぢ冨fできる'すな力ち、

A群:(上~く§)はっながり介い、ひ上っの群を形成している。これらのカテゴリーをっなぐキ

ワードは f学習者内身個々の休からの気づきj である.

B.群:⑤のキーワードは「人休・・般からの気づき」である_これはカテゴリー①~(fから

袴・られた久(ノ)きがひろがっていったもの、ξあり、カテゴリー超、1~くS四)久〔づきへ上っなが

るものである。

C.群:⑥~⑧はつながり介い、ひとっの群を形成している、これらのカテゴリーをっなく

キーワードは「発述・成長・進化」である、

D群:四)のキーワードは「H分冉身への気づき」である。これはカテゴリー⑥~⑧から得ら

れた気づきによって触発された「n分H身の成長,発述1 から、カテゴリー①~臣の水

す「現在の自分威身の体」への気づきへと巡0くぃくものである。

E群C ⑪,~⑪のキーワードは牙脅、業と"分との櫛わり1 である、これらは A~D にポされた

擶造のj帛辺に存在するものである。

治

＼
、、

④りラックス

⑤人体

▼

⑥進化

⑦成長・発達 倒一 ⑧乳幼児

⑩授業に対する評価

⑪
授業に対する

自分の関わり

カテゴリー
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すなわち、これらの A~E群の問には「内分自身(1叉1ヰ・.のA)」から出発し、「人体一■受(同B)」、

「人闇と動物(同 C)」へとひろがり、冉び「内分自身(同 D)」に還っていくという学習者の愆

滋の流れがみられる。

(3)学習者かオ'実践から学んだもの

次に、 A~Eに示した観点から、学習Xの記述をもとに、学習名かオミ実践から何を学んだのかと

いうことにっいて探ってぃきたい。学習名が記述した感想文の令文と主題を示した。なお、図中

の主題名における除仟仁判は学習名の感想文からの引用を水している。また、Ⅸ1中の*印はり

ンクセンテンスを示す。

1) A 群:カテゴリー①~④について(1×14 -フ)

職派ι、保.商尾明 f

今まで肴弌棚狗寒祥切色メノよ部分を意鎌して様々な動きをし
てきました舗1

「傑勿色形な廓分芝^て鰍,た」

動きの中C、となっ0、るαX工や0ばり背剛二部骨のっくりや、肴四勵きを見ていって、うまく敷
くようにできて、るなあと思った。鄭目と体吹浸吉て戸コきに1、ても考えることができたと思う。Ⅸ四
でも普別ばすビさを感じることもなく、^こ動力、していた臥体のうごきや,さも体のぐ誠、て違
う。 957

右手を詔ナるとき、左手め掬こものすごくふ"土00、ろのがわかりました。942 和土右脚を欄こ"ナる晦ν)も太もものdづ根力如キツとなる
の力制ゾ'感じでイ古でした 9蛤^で片手を誠ナるのがツラカ』コたのを覚えてまt。911 環こ血カミ0X主0て、手足力;すごくダノL力」コたで,。

島と、こα^、よく,Ⅵ'/VI'のカレコこうをしました。卿は洲瓢ゞ工意外とつ力寸しるし、瓢、L、ナC変六ごということが梯」コた。蜘
この力一こうばけうこうっらいでナ。930,Ⅵ、,VI、はとにかくツラカν,たと思、ます。兜一番餅こ残ってし、ることば 1瓢ゞ丸Ⅵ^ξと
てもキツカ、うたこと。 1N9

体の動きの連掬二ついて

じっくり考えてやることで、3^きなど考えることができたし、骨のしくみも知ることができた。剛1竿骨や首女膚とかも普段意諏し0女力、つ
たので、どういう動きなのかも初めて知0て,驚きがたくさんでした一903

「からだのδWぱりや芦つ才を感じナこ」

こ0腫楽マNミ主に骨、動きのしくみを感じることを学んだ 8卯

r疹P劇芦のしくみ芝^'ること芝美〔た〕

1ψ漫計同こしても骨四勳くところ力建ったりと,普段気1ことめナ太湊^意^も意^こ?テ動ナることによって様々なことに気1、た。915 痕
識D右無こよっても体え動きも変わ0たし,おもしろカレコたで手。鮖動きは,VI',、イと力、手足を璽功司、とかまわるとか、瞥段ナムこげなく、
し0、ることだけど、よくよく考えてやうてみると、いろ'ノよ§魔を使っ0、ることを感じた。鵠1 1力ゞネレ、をするにも、寝るのにも、今まで自
5扣吻}ら如レコた剰よ方海ξあることを知0た靭しνコも和コ右足と左足を使うて揖、たり走ったりしているが、あたりまえすき'て知こもとめ
なレ、。 935

「あおむゲ/こなるとゐ龍0僻るの●佐tfなのか力からなかった」

「,のしぐみや動きを知るこしがて毛声た」

また、苗ガ3t"ナになると、Yコt沫蔑力'グーグー^OXガ全睦ヲ'んだろう巴、
うことが最後までわからな力、うた兜0

動きに意謙をむけることによって気づいたり感じたりしたこと

「病子のよづな傑談ガfで声た」

赤子α滅な体巌ができた
97フ

図4 カテゴリー①「動討

よっ人'1し功、ら手を1、て機こた才論1るともと0)体勢こな0た
の1こ1士〔メ0くりした 978

「動きと姿勢の不思簾さにびっぐりι之
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ホリスティックな理念にもとづく体験型学習ブログラムの俳拶ξとJ紲戈

こ0^'e初めて、背青をさわりました蚊7 人の背青をさわった朗よはじめてさわうてみて、ごっごっして、、てふし凱二臥住した 870
また、人に背骨を触らんだことにようて自分0>肯骨オ敏がっ0、ることを改めて感じることがてきまLナヒ。舗]人モilaし彰弐糎さ力鐘う0、
た' 1018人譜卜乃、青は人それぞれで、びクくりした 998

首をさわうたときに相手0)UJ工首牲反惣こ変えるとき、首α滑1コ頗を下にtHjたときに^じと●ゾよくなうた▲兜

^こ0オ旻業1宥^四よ寝ることで、骨U)あたるところd駿さ力鐘ってぃることを晃見できた
ことである。^ろ^を指で戸、E0たときに背中まa、くαXこど才1力(とマ1ナ・こ力")カ.らナよカレコた 9鵡

「動きとともに航て^九なぐなった」

こα蘇鍵で青,こ関してtピく意魚をしたと,思った。914今まで剛ご1、て触0たり、鍍察したこと力V幼、0たので肯胃1こ1、て学んだとき、知
らむ凡、ことだらけオ^、た」卿こ交艘^【如、つたら、人の背肴を圭'ノ出こじクくり触ることがな力、つただろう。1017人の青をじ。くりき
わったこともなカレコたので費重ナよ件験力;できたと思う。蛤7今まで、あまり自分C滑と力、ど人ノよ形をしてるのか考えたことがなカレコたので、
少L変なかんじがしまLナニ928 」

「忽めて胃腎芝触った・永刀特棚よメ、/こbι'つて蓮った」

骨を触って感じたこと

「畝めτ命芝^て会コたり^たダιた」

,割二、人の背青を触り合ったり、呼吸の感じを麹察Lたりしたのは、おもしろかったです。9馴"1

しY)ものねころが0てりラックスさぜぐ自4N浄級を癌識してみると気井ちがすごく梨こなうてしνコもとちがうぃし、交U)力畉わえ

た。叫0吃例えば、.皀.を吸う時、エネルギーを取りノJLることを意諏し一息をはく時、余左)なものを体夘こ出すことを意諏すると、
意蠢するだけでも何かが違うような,気力;した。 973

図5

r秒ユなんて普別土意議しないけど、いろいろな方注でしてることがわかうた。 10玲

「呼疑の忽し'芝^たのぱお吉ιろかった」

「青朋1^"ナ'ι功q巧ι,う立オ茨て確^芝ιてし,るこιガ仂かった」

カテゴリー②冉到

さを知った衝h

練亘M)りラクゼーショ:4ネ氣分弌女椀こよ00つも違うた力Wじがしておもしろ力」コた晦りラクゼーションで1ユ最和豆"享う1ユ弄^二Lづら
カ、つたり、底汝^椥ゴようたりしたけど、最後の方で士ナピくりラックスしたガ^ちょくできた。知りラクゼーションでネ1加)音弐・
圖よとえこ集中して、りラックスをtるといZ、ιノよもd)を感じとオ1才'_知'してりラックスできました912外でのりラクゼーションべ3ネ中でやるのと
ちが「t 風を胞じたり太俸の光音悠じる毛ヒができて気持ちょか勺たてす邑71

「^芝慧^てみるし'ι,つ吉ι何かガ嗹コた」

*カテゴリー①「動き」とのりンク

「グラクゼーションぱおειろかった・気矧ちょかった・ι1ろ'心'吉の芝感じとオ1た」

*1カテゴリー2 「骨」とのりンク*2カテゴリ^川ラクゼーション」とのりンク

リラクゼーンヨンdキ匝融を重ねるビとに体のこと力沙し十,つ5洗ケ●よう1ゴよった気力1すそ、兜りラクゼーシ,Xネとても自分自身1こと0てため
になりました。 971

圃 6 カテゴリー③則乎{吸」

カテゴリー①~④には学習者窺身の体に村する祀述がみら九る。学習名は、授業での体験をもと

に蜜分自身の休にヌ寸して「今まで悩'についく触ったり、観祭したことがなかったので背骨にっい

て学んだとき、知らないことだらけで驚いた q劉5,<1020>}。」「1つの封H乍にしても骨の動く

ところが述ったりと、告段気にとめない無愆i鹸の行動も意識的に行動することによって様々なこ

とに気づいた q叉H,<915>)。」と気づいたり、「1Y骨や首の"とかも曾段意纖しくぃなかったの

r傑めこどガ仂オ啼よう仁な'つた・,盲分自馴二とってた'ウ仁なった」

1刈 7
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ソクス④ ラj「



で、どうぃう動きなのかも初めて知りてΥ篭きがたくさんでした(佳H,<903>)。」印乎吸なんて

"段は愆識しないけど、いろいろな力法でしてることがわかった(図7,<1016>)。」「1豆回のり

ラケゼーションは気分や気候によっていつも述ったかんじがしておもしろかった(図6,<888>)"

などと感じたりしていた。これは、内分自身の固有の体に対する気づきゃ感覚であるといえる。

2) B 詐:カテゴリー⑤について(1刈 8)

峨雁志保●商尾明f

n綏や骨のっくり、伽τ動きなどあまり毒え加、ことを、考えてするというOXネ改めて,鰻Lいと思いました町6 i貞接,人0愈こ触
つてみることで背青を指先こ意球を集中させてなぞって、普兵踏じナよ、生きたごつごず^ごと訊反煮"こ触嚇1ることで肯骨を感じること
ができたηしておもしろぐ.不思加よ体験でし大一認4

今期こU^受講して、 N歡τ躰の,つくりを違った視励、ら捉えることができた怖4

「入間の傑Zクつぐり芝運った裸南から趣えることガfで芦'た」

人の胃四)つき方寒弗人胸勾のっき方のちがし功ξよくわ力、つた。聯^きも,重肋吋恂き尺慈さによって変わってくるので、体めC
くり、f凱み力1よくてきてし、るなということに気付きました。弼●J罫D体U:^よ本当1こ複浦'Zと思った,鄭うまくなるように
邇ヒLてきたとい0てしまってはしょうがないけれゼ各器官がこオU素ど動き,連なって動けることはスゴイ。849*

「入傑めつぐりや^'/ニ^.むゲたり^、たりした」

カテゴリー⑤には人体・・J伐に1,j'する気づきがみられる。「廼按、人の休ιゴ独ってみることで背

竹を指先に点識を条小させてなぞって、許段感じない小_きたごつごつ感だとか、反対に触られる

ことで"竹を感じることができたりしておもしろく、水思議な休験でした q刈8,<884>)。」「渕

節の動きも、動かす向きゃ速さによって変わってくるので、体のつくり、什判みがよくできてい

るなということに気イ.jきました q叉18,<904>)。」といった感想からは、Π分の休や仲岡の休を

触ったり動かしたりすることで学習老が生きた作の有Υ劉惑を感じていたことや、臼分や艸剛の体

といった「個々の体」にヌすする気づきが、人体のつくりゃしくみ・はたらきとい0た「"遡的な

体」にヌJする気づきへとひろがり変容していることがわかる。また、そういった気づきから生ま

れた「芥器官がこれほど動き、連なって動けることはスゴイ(図8,<849>)。」という驚1嘆の思

いも'心されている。

3) c m.:カテゴリー⑥~⑧について(図 9 -1D

カナゴリー・イ@~⑧には休の動きの発達や進化など、時削を追った動きの変容に対する気づきが

みられる'"j齢のちがった赤ちゃんを見て、それぞれの年での成長の過程を知ることができて

よかった q河10,<967>)、」「まだ歩かない赤ちゃんの足のうらが平べったくなくて、ちょっと

ポコソと丸くでてぃたので、歩くうちに小たくなっていくんだなあ、と発辻していくようすが分

かった(偲Ⅱ0,)<8印>。」といった感鬼!から、学習者が乳幼児とー・'緒に遊ぶイ本!強を通して動き

の発達過程に関する洞察を得ていたことがわかる。「今でこそこんなに白由に予足を動かして自

山に行動できるけど、それは、片、 1つずつ習得してきたからだと思います(挟Ⅱ0,<992>)。」

P筈段はなにげにやってる様々なことが成長する過程の中で肉ら得ているなんて今までぢえたこ

とも感じたこともありませんでした(ⅨⅡ0,<994>)。」といった感想からは、「白ら学ぶ」とい

う学ぴの姿勢にけする気づきがうかがえる。また、動物の耐倦を観祭したり真似したりするといっ

「人傘のつぐりやだ留刷よ麓趨でよぐで芦ている」

図8 カテゴリー⑤「人体」

*カテゴリー⑥「進化・成長」とのりンク
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ホリスティックな釧!念にもとづく体験埠男勺"1フログラムの開発とX臓

1町も見0、そノ'抽と力乢、るけれど、実翻こ自3)4×'、^、てみノよ、、と本当0凄ぎき1野M、らナ瓢、主思0た,Ⅸ玲
きをヤネしましたが、ーマイテつ力物ないというのが本音でした。丑79 色々む鼻^)発速羅髭"ぢ)カ、つた.

いろ人ノ'盤^溺へイ.魚類→1ネちゅう類→こん虫類・HJ乳^)湯穏で、^をは0てし、く→ガdLO、く、し0ぽがなくな。たη、
、ら'ノ'み^もの力1そ'ぎおとき小ノこり、そ0挫きる^こ遜ミ'、した体U>コくり{こナよ0て、、ることがわ力"た鵠1ι1捌立よη耐きやれ劣<
と辿ヒしてきてんだな、と思0た.1022 -

「堂敷ネ生芦る^;疲二て傑めつぐ効嗹う・^やず'ι1方へ越走ιた」

動物D動きを自分で軌、てみて感じたこと

でもイモリやヤギ4渉き方靭ネ私,こち0),VI',、・1、0觸きと叡0、てマネLやt力νコたでt.^生物乞逃イ器こ咲、ても、N^孜勵きと
問じようなところもあうて、おもしろ、、と思った降} N^V局三ちゃ'4壊や、傑歩)盤^きをや0てみて、手足0^、し方ナ全許工
ゼれもけっこう同じ動きなの六ごなあと思っ之釘7 こ0^ナ七う1,てイモリの2都鳶あし後あL0動・き、ヒッジ0浦あし後あLι^
かし、赤ちゃ'々瑠チつ人'轟七なって詳蛾些ナるときの手足0醐きが,nミ右一"妾左畔^右どレコた,碁郵炭きを子武●0、ることがわ力
ウた^モ0)惣^y夕kT^灘き孝どをみても剖士り、侶葵支を女杉^こ交吾1ご出し0、ることをど0^でも,撫し0、るナ全ど
らー)力1わ力.OY、, Qワ1

骨0)位握や、生き物0)鍍察で、成熟こ1、ても、考えることができた、食玲

「慰の堂敷D●夕き万之メ^ノ、イノ1打こは完運_ている^{ある」

「成岳こついて吉考えるこど・●イて甘た」

人用,ユ、、Z゛ノよ生き物1動きを謝こαjo、るんだなと思0て、^士す、0心主あらためて感じました.1妨厶厨才巴ても岳覇捲方村て
遡七したノνだと思0た 97口あ主,赤ちゃ肋:立っ主でα工溜bに^をー・ノ)・・一幼●Wケるように威長LO、くの●11幼νコたし、モ
才リこはとてもたくさ'メτ肱力をっかうんだなと'思0た.959■1 と1こ力.くーー)ーー)●;^、、t0たので、、q"◆宅えさせらi1オ、_^

「メ屑ぱいろ'プ'生芦焦の^芝創こつゲτいる・

示ちゃしぱ立つまでノこ善佐の遜痩芝.●、宇ιめるよう/二成鳳,τいぐ」

自う)弌3I t1羊朝でこメノニこも動ナるよう1こ,よる1」と郵、0寸ゴj●1ど,恕珪き桝立生まれてすぐ1こ1」辨、る.850

今日は1喝ん含生き物^
闘2

こ0^受1コ、(^ことを主に考えました910 生まれてから歩くまてゼτ^と襟々な趣凱.らみることができたよう1こ望
いろいろなことをしたが、産まれてからOX或旻0)選程力ξよくわ力」コオ盆羽7つ.9】8

メ澗や他の生き物D動きの成長への驚嘆
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月齢力制工った赤ちゃルを見て、そtし部ψメ手τヤX選異0^を知ることができてよ力、うた'怖ア*1 上く1こ、またユ鋤む、*ちゃメメ乃足広
うら力韮戸こ0たくなくて、ちょうとポ塁ツと丸くでていたので、歩くうち1こ平,セくな0て{、くん大ツ'あと、発逢LO、くよう,メぢM、.,た。^

こ0堰業'(1全、左違井"丁1こなること力'二はじめて、左右1こ襲返りをうってみ戸一小VI',VI、までα^たどってみたりと、赤ちゃ'メτ戯きを
み0一て,今まで登録L0寸よ、疉きを意寂してやることができた。塑大勃岐姪しいと思うこともあ0たL分力一たこともあ0た

自5M)剛;どのように発連して、、コたの力安六、ど0てみて、発達Lてしまうと、発逢*る岸抑こと1ミなカゾ肋一"来な、、L,忘れてし
まっ0、たこ.とに黄づきました,^赤'ウキ'メ↑勲劃工自分えX士覚えや佐せんでした分1、旦^'動きが 4Ⅶ睡岳塾^きになるのか上
思うと.不,を^ヨなと思怯Lた.兜そういう童錬'でこσ^才とても発見力二多くいろυ'鰻点力も妾逢τ^を件勲できたのマ陳L力
J},ーマ→' 9帖

カテゴリー⑥玲延化_1

「メ^《生ま九τ'から歩ぐまでの屁癌違欄こついて今えたノ

「人間力《生まれてから歩くまでの^の室運遜^4勲、ナニ」

*1,2カテゴリー⑦「人↑^和)動きの発迦とのりンク

赤ちゃんと^こ櫁Lてみて分力、つたこと

今でこそこノ〆榔こ自由に手足を動力・して自劇コテ動できるけぞ、そ扣よ昔、]クずー)習舟してきた力'うだと忽咳す.知普別ネノ"ロナ1t
やってる鐵々なこと色琴或長する選繰フ¥,で自ら櫓0、るなんて今まで電えたこと{感じたこともありませんでした.整甚「1本ゞ1、'など
ば司'つとし0、る巴疲れるので、成長し0、くうち{二乳逮工量も楽セ動きができるよう1こナよっ0、るのだと思った、1019 し●'逆げ'
肴格昊^:あり嚴長するので、その對どこ応じて動きも卦>つ0、くのだと'凱住した町4 そして、人趨,力曼巡口土それ↓こあ0た罵字
井坊IE1榔'あるノνだと思0た。 925

誓鐙剛司気ナよ、動きσ沖にt舷,洲ご自5殆^してきたあ'も力呈子と力新しし^と"゛窃うて、^、ろメノ'自分1こι吐会えるこ上ができ
た気ナJする.10偲*3

これもスゴイ。 85】

人間の動きの発達過程こついて考えたこと

人職才うまくでき0喝。晦^まと材メこ、νコも卸、てあるの力;、人0てtビし、、不専謙六ごということです・.鄭何力、尽甥0て不
.思諾ナよ生き鞠だな上卿、ました。師小き、四{こn樺力、したら大きくな0ていくので入棚よ不竪隙でナ。E1鉾4 こ,ぼでこ区艦業を髪
けて感じたこ上はヒト0廃逢の湯理上は非卒に率晴らしいものであるということです。991

村,2,4カテゴリ^呼L幼児とのふれ●い」とのりンク*3カテゴリー⑨「自分への意潮とのりンク

図10 カテゴリー⑦「成長発辻」

「ι1ろしな目分ご出会えた」

「メ聞よずごZ,・不^ゴ・禁覇6ι,い」
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母子享帳弌み」、さは1捉D写真を帋ってきて、左達と見せ合うたりしたの方【^し力、つたで,。叙こα^工自分π^、て邇ヒを知るだlj
で1ガよく、^こ子ゼもと●'随)うことができて、うれし力、つた。101騨1自,扣舛rで1キ煮ちゃんと遊んだ剛二^ごうた^こ4
講縫て'一書脅削^たdXよ弌井才り赤ちゃ^こ壮廷うた日で,'.卯1 赤ちゃんと遊んだことカエー番とぅても楽し力、0たでナ。1α再モし
て、小さ、qが、ここ1こ集"て、いうしょ1こ遊ん夫卦、とてもたのし力ν0たでナ。^自5扣)まわり10」、さ、守・力札カルU)で、とても、たのし
カ、つたてす.933 三き脅力1た一M)がもの手ビく早力一たL 私力域ちゃんよηもはしキいa、た気カミ,、そ』^子だもと遊ん戈泰棚存ユ楽し力
0たので、もっと遊ぴか●一た.質5

赤ちゃ肋tたくさ人康ナこときに首0纏ってい加、Tく'趣掘、た。知そして、赤ちゃ人々浦寺d^もよくしたけど、赤ちゃ'凌触った時と
はまた違0夫爰C^牲まオ1ナ,_圏赤ちゃんとε寸1箇)0てみて、昊わらかくて力ワイカレコたで,、.兜日削畷う0るdXネ刷士り2 ケ
月半の赤ちゃんを抱い六こ占だ 937 あ0コ小ささ、あたた力,さ、重たさ力吟でもうで1こ残っている。 938

畷飛志保.商尼明f

赤ちゃ'四メ到こ毎日24吻閉偲き0る間たサ弐『ナ劫凌メカカッ#ウだ0たの力工下思業です。晦都よこα^当たり盲靭ものとし0、た
んだろう1こ一1010 子獣のこ引こ毎日冥、コてたなんて、小さ、守1才け0こう,、ピ、、なと卿住Lた。如1赤ちゃノ"カ】、さな体a辺仏ノ'動きを
1,ズ'いて大鄭六ごなと感じま Lブと.953

「虞ιかった」

赤ちゃん力染ト^よ自分の」、さ、頓を卿物してなC功、しかった鵬卓2
思うと不包疹で今。 99嚇3

乳幼児と^こ触れ合った感触や感惰

やっιガノ俣節ガこなろづと忽った」

た休験については「人岡の亦ちゃ人の頃や、他の生物の動きをやってみて、手足の動かし方なと

は、どれもけっこう同切助きなのだなあと思った(図9,<9俳>)。」「イモリやヤギの歩き方は私

たむのハイハイの動きとイリ、ていてマ才、しゃすかったです(図9,<880>)。」といった感想が記さ

れ、列川勿の移動運動と乳幼光の移動運動との相仞、に1'1一す、る気づきが水されている。また「牛物の

進化にっいても、人岡の動きと岡じようなところもあ・,て、おもしろい(1刈9,<926>)。Hソ＼問

はいろ人な生き物の動きを身につけているんだなと思って、人剛はすごいなとあ巧ためて感じま

した(区愉,<1005>)。」「赤ちゃんが_住つまでには、進化の過程を・つーつかみしめるように、

成長していくのがわかった q到9,<959>)。」といった感想からは、学習名が授業でのイN強から

移動運動における人鬪の発達過程と生物の進化の過程との相似に対する洞祭を稠・ていたことがわ

かる。このような気づきから、学習者は「赤ちゃんと遊んだりして自分にもこんな時期があった

んだなーと思うと不'思議です(図Ⅱ,<999>)。jf赤ちゃ人の動きは、自分では覚えていません

でしたか、小ふ屯な動きが、今の私逹の動きになるのかと思うと、不思議だなと思いました(ぱⅡ0,

<902>),_1「(人岡は) 1'1 午問でこんなにも動けるようになる!』ど第いていたけれど、他の生

き物はルまれてすぐに出来る枢19,<850>)。これもスゴイ(図9,<851>)。」といった人岡や

牛き物の成Rや発述という現象に対して、また「人ってすごい、不思議だ(図10,<9蛤>)。」

「何か人制って不思,五だ(図]0,<87フ>)。」といった人問そのものに対して不思議さやすごさを

感じ、その思いをi把している。

4) D 群:カテゴリー⑨について(区n2)

カテゴリー⑨には授業における体験活動によって触発された「自分にヌすする意識」がみられる。

「今までの授業を振り返って、白分の休は、もう20午もつき介ってきたのに、こんなに目分の体

を見つめたのは初めてだった(図12,<986>)。」「人の体はとても複雑で表面からでは何も見え

ないけど、意識というものを1丁つことで白分の体の内を知れることを知った(1刈12,<8価>)。」

という感想から、授業における体験活動とくにFMによる体験活動を通して、学習者が自分の体

「グ血1知)動きぱゲつこづずこτ,」

やっばり保育どこなろうと思0た^

「目分自身の于ども時代を忽い出ιナこ」

図U

赤ち中んと遊ノνだりして自5}1こもこ人ノがキ類力;島才コたノνだなー・と

カテゴリー⑧呼L幼光」

村カテ.ゴ',ノーイ⑥「辿ヒ・1j甑」とのりンク

物,3カテゴリ^「人"和)動きの発逸とのりンク
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ホリスティックな邪念仁もとづく体験測学刊ブログラムの開発とJ紲父

今まで人a勵きのことを学袈してきだナど、こd^酬土弄の1つ1つ疇^?1つ1つ{こ童蛮をf鰯ガこり,、るこ巴で自分というものを見イ>めら
才ゾ'一知1,'そ』陶人グメ菊ユ芝ても^心マ3ガ可も見え榔吋畝磨鯨というものを痔っことで自分σ熊UX^しることを知った
舗5

今までα綬業を振り返って、自分C液よもう肋年っき合ってきたOX气こA-'点こ自分口X枕こ人ノ針こ見イ功たdXネ教効てだった職
分の体ナ'OXこ今まえX可も知らな力、つたということに無伽ナ1乏。1舵1 こUよ1こも自づ}の「カラダ」1こ集中して誠于ること力幻な力、うた

こd)授業をふり返ってもう1度自分自身を見イ)M値したような知シ1しま,1釘吊1
てきた中でU^きをふりかえったりしてなつかし力』コたです。9U

体1こ意識を向けることでみえてくるもの

是近よく寝る底對よ肋耳二自分の今^爲之盃X左匙^'卿ゞ廿すようなことをすそ、^授業て弌、コてもらったようむ斯片.断片隠
恩、だせるの慈ナど、肝イ'Jd可力功;卿ゞH樹よ、曳力ltる,的粥奔南こ卿紬彬コ0、る自邪せっ功、軌践、YXこなる力¥戯ガJ場
なWナど、自州こ子どもができたとき、よく考えてみようと思う.^てゆう力竃升割こ帰0た時、話を除、てみたい。卸発逢すると
み'立こうなの力むあ、それとt鰹{こ遇ヒLO、つてる動むh と思う。1011 こ0^受1ナて、もう^小きレー奏の自5テ1こ戻りたV
なあと思0た.1012 モしたらもうともっと新しい自分1こ出会えそうな焚メ,工する.ー.1013

「目分の獄芝兜っめたのぱ祢めてだった」

とく1こ偽',数じたことは人そ才、そせり'ごということ。望巡動き0)^マ忽^力功、る人も、W勧功場加乳も、、る。鰯まd王っくり
も同じもOXネ2つ主加、。^人を見てスタイノW、、なあと力壮0かり思っ0、たけι葬めカラダ1測可ものでもなく裂のものでーーコL力む
いもの夫%と'思えL a57

「今までの目分の成侵の財謝や将来の盲分こ意燦を向1サt」

「目分自芽芝見っめ盛乙た」

に.愆,蔽を向ける機会を得たことが力かる。また、学習Xは「今まで人の動きのことを,学習してき

たけど、この1又業では骨の 1つ 1つに意.哉を向けたりすることで寵っ)というものを見っめられた

気がする。1 と、払い)返っている。すなわち、Π分の体に愆,謡を向けることによっく 1、R分1 ど

いう存イfそのものを見っめる1詮会をも得られたといえよう。そして、「"上乏、イΠjも左〔にしない動

きゃ今まで何げなくすごしてきたヰ・,での動きを'、りかえったりしてなっかしかりたです(化Ⅱ2

<9H>)._1「最近よく襄る"な人かに、 n分の」鄭丁'.1、.1迄の成長の軌跡在忠い出すようなこ 1をす

るけ司12,<S93>)。1受業でやってもらったような1祈片・断片は思い出,せるのだけど、肝心、む何

かが思い出せない父がする q刈]2,<89'1>)。り卜常に興眛を持っ(いるΠ分が力かる(化Ⅱ2,<8鮖

>)。いつになるかはわからないけど、門分に fどもができた上き、よく三えてみよう上御う

q刈12,<896>)。てゆうか田介に1'つた時、幡新父に)'舌を岡い、ぐみたい q刈12,<8辨>)。_1 ど

いう感恕や f許段の何気ない動きの小にも硫かに白分力ぢ官述Lてきたおもかげ上か新しい発兒と

かがあ0て、毎1川の授業でいろんな内分に出会えることができた父がする(図W,<1(川S>"ど

いう感戀を受けての fこの授業を受けて、もう・度小さい頃の自分にbιりたいなあと懋った{1刈

]2,<1012>)そしたらもっとも 0 と新しい1'_1分に出会えそうな気がする・ー(ぱⅡ2,<]0]3>),_1

とい0た感恕からは、寓分の成育史と1受業を通して'孚んだ学習内容とを糸古びっけようとするテー刃

名'の意滋が統み取れる。また学習Xは「とくに伐が感じたことは人それぞれだどいうこと(Nn2

<955>)。動きの過程で1]桝州のかかる人もいれぱ'かからない人もいる G町12,<鮖6>)。まっぼり

くりも同じものは 2 つとない q叉Ⅱ2.<95S>)。」「人を見、(スタイルいいなあとかばっかり'獣っ

ていたけど私のカラダは何ものでもなく私のもので・つしかないものだと獣え六 q町) 12,<

857>。」ど記し、「偏U としての人冏の存在そしてその中での自分という側人の存存に思いをb

・{士(、 L 、る。

「癌の吉のでーつしが畩ι.吉のた〕

善段、何も知こτノ瓢動き尺心まてX鵡ナなくすビし

1町12

*1,2,3カテゴリー⑦「人間の動きの発迦^リンク

カテゴリー⑨「胸分」
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今臼α唯受業て壮今までをふりかえることができた鄭今まで0メ受勲コ
^を見てみると、自分力丸巧Aノよことを感じてきたんだなあと思った
1007

「今までを擾り返った」

畷原志保●高尾明f

すごくし、し^ξつた.^
す.幻容

今思えばこα綬煮才不囲^'しjヒ。 1(賀X)

「不^よ侵剰'bた1

す蠏をとおして力くさ人々)ことを知0た。部4こ0^酔まで学しだことの
加、ことをたくさ人岸んだ.喪 1つのこと1こ対して,詳しく優素tるこ
上で 5M喝な力Vつたことがたくさメ知ることができた飾骨をさ才コつ
たりま,X壬0くりを般察したり非御W)こ上でした。噺また背骨をさ土
0たり、孚をっ加寸ヒ、、Z"、ろナよ動きも、新い受鄭珍く楽しカレ0た g74
,Ⅵ、,Ⅵ'を,ーるOX工大Nこなるとけっこうつらいことだと力摺四X1梱み六ごと
か、人段幼鴇こナよるときOX和凄幼、しが'ど、はじめて知ったことも多々あう

1015

「ι1い^フ'bた」

「知らなかったことを叡めて知った」

この授剣よすごく自分の測こナ'つたと忠、ま

楽しカレコたです。^楽しし綬業て'した。913だるし時も
あ0たけど楽しめました。蚫マつ咏ツクリと力噸0^
などがなんとなぐ孃かしくて楽し力、0たです。 947

講鞠勾類こ関してば小凱゛要α勲き0涜
辿)し力売学勾4)生き^項歌勸
つた。916 手をつないて^ると栓に
なったのにはビックリした。開1

「楽しかった」

印割こ残ったこと

「^向け忍τ寧物こ^府/プら才L加

こα綬裳τNよ普段あまり郊こLノよ、、ようなことに目を恂
1サこりする貴卸よB榊kした卿ま司桐四)つくり、僕
飾^きなX、日常生澗こ瓢、て1ネ童廠しナよ、、と加ゾ肋
感じることができ加、ことをやったので、貴重な体験ナご0
たと思う。919 両往駅^斜わって讐別ユ剣こし加'
事こ目を{6けることができました。怖1 こ0メ寮業で、自
分OX本'て稔じめてσ^巴力气忘i"し0、て、普通卿出さ
加感覚力茸キ鰍てきてよ力、0たでr。廉今まで考えた
ことも加一たム^くりとか、^身1こdナる
過程と力安じっくη静がこ考えたり感じたりすることがで
き主した1Φ4 この2dネ替段"亥メよく興ナ」り軌、た
りしていることを意謙して興大のa、ろいろ●血た。917

いろ、嵯プよことカミ思、ゞ"されてナよっ力q_,<.剛ぽした。知物こ赤ちゃ厶四)授拙ネ
もう^やってほしいと思いました。知授業中布妥麹、g1麺t)寝てしま、そう1こナ'
0たけ才Lと'よくがんばって起きてしちi'し六■恩住す。矧もう・,妻断W1取0て
みたし樫業でした.兜5

授業への自分の翻わりと感想

も0と新しし発見をしてみたいと,思L怯す。鄭今桓即メをゑ^吟後dX蟠、a'
力唯ることが左寸U瓢、かし0きたい巴思ojご。975 こオ1力、らも動き1こ対して自5扣)蜘こ
意貸を向ナることを忘れて1ネ、、け加、巴思う。筋体を大域Xこしよう。と思った。筋
自分が子側こ何かさせるときにちぇα瀚と力印0てみたいで,。948

1叫 13

5) E群:カテゴリー⑩~⑪について q到13-14)

カテゴリー⑩~⑪には授業にヌすする評価や妖業への自分の鬨わりかたなどに関する記述がみら

れる。1この授業で、白分の体ではじめての感覚とか、忘れていて、普迪思い出さない感覚が体

験できてよかったです(1叉n3,<885>)。」「/1、までぢえたこともなかったノ＼岡の休のっくりとか、

動作を牙にっける過程とかをじっくりi拶かにぢえたり感じたりすることかできました化川3,<

10悦>)。、1 といった感想からは、学習者が授業での靜かでゆっくりしたぺースの体剛魚舌動を通し

て、改めて何かを感じたり思い出したりぢえたりすることができたことがわかる。また芋習名は

「今思えばこの授業は不思驫対受業でしたぜ幻13,<1000>)。」と評している。 f不思雨剣という冒

藥は他のカテゴリーにみる学習者の感想にもj叟々現われる言菜である。学習名は授業を通して人

問や動物の中に潜む不、WJ'さを感じとっている。そして本実践はそのような不思議さに出会う機

会を提供することができたといえる。さらに学習名は授業での学びを通して、これからの内分に

対する希望も記してぃる。「もっと新しい発見をしてみたい(図13,く朋6>)」「イ本を大切にしよ

う(図13,<8郭>)」などはその・・・例である。

こσ冷衡を通して、N毒D胃糖^くりや、他U凄^淋
のしくみ弐^ヒナよぞが1功レコた。^こ0^('小さ
、qイこd、て、自5}1D剛よ肌こ1、て、、、ろいろ学くてよ
カ、0たて寸'。 934

カテゴリー⑩件受業にヌすする計イ1則

これからの自づ"こついての希望

わかったこと・^だこと

図14 カテゴリー⑪「授業にヌイ'する学習Xの1刈わり_U

砥類児でごめんなさ、、でした。褒玲あたUネ最後まで
うるきい子でした。1Φ名飾土ユ3ぼえてもら0て、、る
のでWうか・,。1002 あ"力泛うございましL 1卯3

授業矧こ対するメ、ソセージ
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以_上、学習者の記した感戀文を手がかりに、学習名が本尖践から学んだことを探っ、ぐきた。学

習名が本尖践における体験型学習中心の授業を通して学んだのは、感想文にみら九るような感じ

ること,思い出すこと・知ること・ぢぇること・行動するこ上か樋沙大一件之なっくつながり

た罷オ木であるといえよう。ただし、これらの内容は、授業名が「感じろ」「思い出せ」「父づけj

などど指示して引き出したものではない。学習名f1身が授業におけるイ1塲戴舌動をきっかけとして、

肖ら感じたり思い出したり気づいたりしたものであり、学習名が潜●f的にもってぃる!僅覚'感情

記憶などか活動の中で削多盲され、捗{在化したものである。また顕在化の過程では、学習者の

「あオニま」「からだ」「こころ」がIU入、{二っな、がり4;、L、・はオこらきイテつて'L、t二とし、える。

2,授業者が学んだこと

( 1)'挙tひ'の1俳造

授業者は、授業尖践仁あたって、「1-]学びに1寸する問題愆磁_1 や江・・2 研究の行条」

に紀したような問題.意i詮を1寺っていた。そのようなitR.、气から12梦門H本を1辰り,返り、 1乏業七'が9左習

ブログラム開発及び実践の過程の中で洛在的に槌染していた学びの構迭を1リ、、ドに掘()起こしてぃ

き ブ、1L 、、

まず、妥業Xは、授業実践にあたり「小牙のからだを通しで'三ぶ_1「現在の{1分や"分史と関

オ)ら・辻ながゞy;之、ヌJ とし、うぢ之Υ・Υノju{恐 j置、%オご、「イ木男ヌをj投し、 1可かを9:t'U どし、うこと{よ、斈父甲1

の学習を超えた曾遍的な学びの汗が鰈であり、[学ぶ」ということの本質であるレ Xえる。この、H

越的かつ本質的な牙牙諜に今^,叟立ち返0てみたい、これがIXらの1受#リι畿にあたっての妓初の

動樣であ0た。このような学習方法をとるにあたっては、学習Xのからだを通した感覚や上観を

弟'に瞳逗しっつ、問恕鯱、決能力が育まれていくことが期1丁さ丸る。そして問題鮒、決のイ欄険を繰

りj邑すこどによって、学習1〒にR己イ.1頼感が牛.まれること、そして内己と他Xに1イするイ.;頼感を

j瓢捺として学習Xに少きるノJか介まれるこどを川Π1するものである.このような観t工から、本実

ホリスティソクな円!ιτにもとつ'く体験JW二:芥Wブログラムの開発とリιy父

図15 学びの構造

学ぶ力を信じる

'

気づき

試行銘誤
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践におけみ孕習活動は、図15に示されるような構造となっていたことがわかった。

(2)授業者の基本的態度と授業におけるはたらき

このような学びの構造において、授業者は「学習者が潜在的に持っ学ぶ力を信頼する」仔受業

者も学習者と共に学ぶ」という態度で臨VVだ。さらに、学びの場においては「学習者の力が顕在

化するように促す」ことが授業者の最も重要なはたらきとして位置付けられていたといえる。こ

のような態度を出発点として、授業打は授業における学習課題の設定と提示の仕方・学習活動の

中で学習者が発した吾"菜や行動の受け止め方や返し方を、授業中の学習名との関わり介いのヰ・.で

発想し実践していった。

なかでも、本1受業実践がイ1噛灸型学習として成り立つために必J饗な授業名のはたらきとして、

「学習Xを苧重する」ことと「安心して学ぶための環境を作る」ことを征阿の授業の小で保障す

るように努めていたことがあげられる。これらは、例えば1圧時の授業における↓リfFのような授業

名の'葱力となって具現化されていた。すなわち、征"丁の授業においては、玲果題の提示」→「休

験活動」→「イ悦強活動の振り返りと気づきの共有」という・一連の学習場面が展開されるが、授業

名は、仔料強活耐刀や「振り返りと気づきの共イ剣などの場面で、決して到述すべき結果を提小

しなかった。また、学習者の多お剣生を認、め、学習名力灣ξ1列した内的感覚や主観について、一切の

価仙判断や評価をせず学習者のi、;動をあるがままに受け止めた。

このような授業者の態皮とはたらきは、本実践において学習古の感覚や主観の喪明を支援し、学

習右'が安心して試行鉛誤と気づきを糾拘返すことができるようになるために必要な条件ではなかっ

たかとぢえられる。

畷加'占保.商尾明子

V,まとめ

ホリスティックな1曜念からみた本実践の所産として、捌、、ドのli柄があげられる。

1.学習プログラムの展開におけるメタファーのはたらき

2.学習プログラムの展開におけるコミュニティとのつながりの拡大

3.学習者の感想にみる知悍"獣のつながりと自己とのつなかわの促進

4.投業者の学びから得●れたホリスティックな学習プログラ/、開発への指針

このうち、「1.学習プログラムの展開におけるメタファーのは力らき」と「4.授業名の学

びから待.られたホリスティックな学習プログラム開発への指1村についてとりあげてみたい。

ホリスティックな教育においては、画観による理解を促すためにメタファーを用いることがで

きる"。不突践につぃてぃえぱ、人岡の発述における移動運動パターンの変化と動物の進化にお

ける移動パターンの変化との関係はメタファーにあたる。(図 1参照)授業にメタファーを用い

たことにより、学習者はⅣ一 1-(3)-3)で述べたような気づきのひろがりを待ることがで

きたといえる。

また、本研究中、授業者同士が恊力して検討する作業を通して、1刈5の内容が顕在化してきた。

これは、ホリスティック教育やフェルデンクライス・メソッドの研究・リ江戈を通して、授業者そ

れぞれが潜在的に培っていたことである。両者が出会い、つながりが生まれ、本研究を行うこと

を通して、顕在化されたといえる。また、授業後に行った授業者同士の協議の中で、授業者の態

度として、
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<ひろげる・ひろがる><つなげる・つながる>

<みつめる><ゆっくり><変化をおそれない>

といった要禦が浮かひ'上がった。これらの要索は、ホリ

発・尖践していくうえでの指針'となると思われる。

ホリスティックなN念にもとづく体験刑学刊ブログラムの開発とリ謬戈

Ⅵ'おわりに

オ新圷究のような投業は、教科の枠にとらわれずに実践することができるであろう。また、例え

ぱ動物の観察といった学習i県題は、子どもから大人まで午齢にとらわれすにリ江髪することができ

よう。そうした学習i舌動仁おいては、例え学習者の年齢が異.なっても佃々の学習名に応じオ,気

づきが得・られることが期待できる。いわばユニバーサルな方向へと学びを開ぐ可能件を手芋っ六も

のであるといえる。

また、そうした力向へ学びを開く試みをする際、「いかにやるか」という視点が必要である。

本研究に即してし,dま、それは_1・.述のV-、1にあげた9つの要索にあたるといえよう。今後ホリ

スティゾクな体1強型〒!習プログラι、の開発・実践を砧み上げてくいうぇで、本何f究で裾プここれら

の要素を生かしていきたい。

<以方向><価仙づけをしない>

<楽しむ><ゴールフリー>

スティックなイ本彰ゼW〒t習プログラムを開

註一覧

1)フェルデンクライス・メソツドは、動くことを通して「学びプjを学ぶ_1 ためのメソソドであ

る。動きと学びを結びっけたユニークなメソッドであり、モーシェ・フJ_ルデンクライス(Moshc

Feld帥k松is,1904-8心によって創始された'_そのグループレッスンの受け手は、柱軟を1可け

ながら村分の体を動かすどいう休験を通して、符"な気づきを11ることができる。そしてそ

の過秤が「学び」にづ創民していく。フェルデンクライスは、人闇にアプローチする窓口として、

思ぢ、感悩、感覚、そして動きをぢぇた。これらの4つの要票は、ひとつが変化すると他の要

楽も変化し、そして、人間全イ本の変化をもたらす(Feldenkmis }972)。このように、 FM の基本

には、人岡を続YH均にみるというホリスティックな姿勢がある、

2)ホリスティツクな人岡観は、知のあり力を以卜のようにとらえる立場に立つ。すなわち、

「ホリスティックな知には卞観のまったく人らない純粋に客観的な理解はありえず、・モ観と客

観がたえず棚圧主観的な点味世界や、主観による客観化を経ない直観やイマジネーションによ

る了解や解釈、あるいはメタファー的・物語的な理解も、それぞれに正当な知のあり方として

認められる、という発忽に立つ(吉繍 1999)。」このような発想、に立てば、直観による理解_も

論理的思老による理、解と同様に尊靈することができる。
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